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＊討議要旨
村尾誠一氏は、縁語的表現というものが六朝詩や白詩といった中国の漢詩に見られるということだ
が、中国の詩学ではこの技法をあらわす用語があるのかと質問した。発表者は六朝詩や白詩にこうし
た技法は見られるが、これを表す用語はない。また、もともと縁語というのは和歌の技法であるため、
「縁語表現」ではなく、「縁語的表現」という言い方を発表では使用したと回答し、ただ、掛詞によく
似た相関語という用語はあると補足した。村尾氏はそれに対し、掛詞と縁語は併用されることも多い
ので、相関語といっても掛詞とは質的な違いがあるかもしれないと述べ、また、用語がないというこ
とは、どれだけ意識して使っていた技法なのかということも興味深い問題であり、それについても探
究してほしいと述べた。坂本信道氏は発表でとりあげた道真詩の表現は、その後、他の漢詩や和歌な
どに広がっていくものかと尋ねた。発表者は切れやすい蜘蛛の糸という表現は十世紀半ば以降、恋の
歌に詠まれるようになっていくが、乱れる蜘蛛の糸を断腸の思いに喩えるという表現はかなり珍しい
ものと思うと述べ、また『新撰万葉集』の蜘蛛の糸が乱れるという表現については和歌では十世紀半
ば以降の恋の歌に少しずつ見られるようになっていくが、中国の漢詩にも日本の漢詩にもあまり見ら
れない表現であると答えた。坂本氏はそれを受けて、道真に特徴的な表現というのであれば、『新撰
万葉集』漢詩の作者を道真とする根拠となるが、他に道真の作であることを示す根拠はあるかを質問
した。それに対して発表者は、『新撰万葉集』の漢詩の表現には他にも道真特有のものが少なくない
と思うが、今後の課題として残しておきたいと回答した。
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